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研究成果の概要（和文）：本研究では、論文情報のオンラインデータ化や公開アクセスが十分行

われていない分野の一つである医学論文を対象に、データからの情報抽出、抽出された要素関

係の分析を行なう手法の開発を行った。開発した技術が、今後実用化されると、分野の専門家

でなくてもあるトピックにおける関連研究者は誰であるのかを簡単に調査できたり、重要論文

を見つけられたりといった学術に関わる調査をサポートすることがより容易なることが期待さ

れる。 

 
研究成果の概要（英文）：We have developed technologies for extracting named-entities, their 

relations from medical publication data. When these technologies are put in place for real 

usage, it will be able to support finding important elements such as researchers and papers 

in a particular field. 
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研究分野： 
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１．研究開始当初の背景 

 WWW(Web)の普及により，様々なデータ
が電子化され公開されることにより誰にで
もアクセス可能な状況になってきている．そ
のような流れの一つとして，学術論文に関す
る情報のデジタルオンライン化が進められ
ている．特に，コンピュータサイエンスの世
界では，そのようなデジタル化が精力的に行

われ情報が公開されており，研究者間や会議
間の関係抽出，また研究トピック抽出の研究
が国内外を問わず活発に行われている．一方，
まだそのような論文情報のオンラインデー
タ化や公開アクセスが十分行われていない
分野も多数ある．データがデジタル化され簡
易アクセスが可能になれば，重要研究者，会
議，トピックの抽出といった情報処理が実現

研究種目：若手研究（スタートアップ） 

研究期間：2008～2009  

課題番号：20800013 

研究課題名（和文）医学論文データベースからの知識ネットワーク抽出に関する研究  

                     

研究課題名（英文）Extraction of Knowledge Network from Medial Publication Dabtabase 

 

研究代表者 

岡 瑞起（MIZUKI OKA） 

    東京大学・知の構造化センター・特任研究員 

 研究者番号：10512105 

 

 



 

 

可能であり，新しい事実発見に寄与でき，ま
た学術知識の効率的な共有が可能になる．そ
のようなデータ化が十分に行われていない
分野として医学論文が挙げられる． 

 

２．研究の目的 

 このような状況から，本研究では医学論文
を対象とし，それらの論文から情報（著者，
文献情報，トピック，雑誌／会議名，アブス
トラクト，参考文献リスト）を抽出し，これ
ら複数の要素の関係を解析することにより，
多岐の分野に渡る医学論文の俯瞰図を与え
ることを目標とする． 

 

３．研究の方法 

本提案の目的は，専門家・細分化が顕著な医
学論文データから，著者，タイトル，所属名，
論文誌／会議名，トピック，文献リスト等の
要素を抽出し，それらの情報を構造化するこ
とである．そのために，まず，医学論文デー
タベースを作成し，次に要素間の関係を抽出
する手法，また，医学における学術知識の俯
瞰図を与える手法を研究／開発し，実験／考
察を行った． 

 
４．研究成果 
 ウェブの普及により、様々なデータが電子
化され公開されることにより誰にでもアク
セス可能な状況になってきている。そのよう
な流れの一つとして、学術論文に関する情報
のデジタルオンライン化が進められている。
特に、コンピュータサイエンスの世界では、
そのようなデジタル化が精力的に行われ情
報が公開されてきており、研究者間や会議間
の関係抽出、また研究トピック抽出の研究が
国内外を問わず活発に行われている。一方、
そのような論文情報のオンラインデータ化
や公開アクセスが十分行われていない分野
の一つに医学論文が挙げられる。学術情報か
らの情報抽出、抽出された要素関係の分析は、
コンピュータサイエンスの論文文献データ
において盛んに扱われているが、本研究の対
象とする医学論文データはその性質が細分
化・専門化されているという点にて大きく異
なる。本研究では、このようなデータからの
固有表現の抽出とそれらの間の関係抽出の
新しい手法の開発、および、抽出された情報
を可視化する技術の開発を行った。開発した
技術を応用することにより、分野の専門家で
なくてもあるトピックにおける関連研究者
は誰であるのかを簡単に調査できたり、重要
論文を見つけられたりといった学術に関わ
る調査をサポートすることがより容易にな
ることが期待される。 
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